
高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科担当者：（１・２・５・６組：本田健人）（３・４組：濱口晴也）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
　ATPが代謝におけるエネルギーの授受に必ず
関係し、ATPの構造と生物が利用できるエネル
ギーが蓄えられている結合について理解して
いる。

○ 3

定期考査
○

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　真核細胞と原核細胞の違いや、真核生物の
細胞内構造について理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に考察しようとしている。

〇

1

〇 4

 単元　「酵素のはたらき」
【知識及び技能】
　酵素の基本的な特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
　酵素の働きについて観察を通して考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　酵素にはどのようなものがあるのか主
体的に調べようとする。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　酵素の基本的な特徴を理解している。
【思考・判断・表現】　
　酵素の働きについて、酵素の特異性を見出
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酵素にはどのようなものがあるのか主体的
に調べようとしている。

○ ○ ○

 単元　「呼吸と光合成」
【知識及び技能】
　呼吸におけるグルコースの分解反応の
概要を理解する。
　光合成におけるグルコースの合成反応
の概要を理解する。　
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した用語を用いて、代謝について
図にまとめようとする。

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生
物現象について理解するとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本的な技
能を身に付ける。

・観察、実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

「新編　生物基礎」　　東京書籍

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 3

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付
けるようにする。

・生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度と生命を尊重し、自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 4

3

配当
時数

○ ○ 4

単元名「生物の共通性」
【知識及び技能】
　生物に共通している基本的な特徴を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
　実験を通してどのようなものが生物で
あるか考え、説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物と生物でないものについてどのよ
うな基準で分けているか考えている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　単元 「生体とATP」
【知識及び技能】
　生命活動にエネルギーが必要であるこ
とを理解する。
　ATPの構造や、リン酸同士の結合にエ
ネルギーが蓄えられていることを理解す
る。

1組～６組

【知識・技能】
　呼吸と呼吸の概要について理解している。
　

【主体的に学習に取り組む態度】
　代謝について、学習した用語同士のつなが
りを整理し、主体的に振り返ろうとしてい
る。

〇

・指導事項
・教材
教科書・プリント
  玉ねぎの表皮細胞
・一人１台端末の活用　等

単元名「細胞の特徴」
【知識及び技能】
　真核細胞と原核細胞についてそれぞれ
の特徴について理解する。
　単細胞生物と多細胞生物の違いについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
　生物の多様性と共通性について図で整
理する。
【学びに向かう力、人間性等】
　動物細胞と植物細胞、原核細胞の構造
の違いについて考えをもつ。

【知識・技能】
　光学顕微鏡を正しく用いて観察し、細胞を
スケッチし記録している。
【思考・判断・表現】　
　生物の体は細胞でできていること、細胞内
にDNAをもつことを見出し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　観察の結果から生物の共通性について自分
なりに考えをまとめようとしている。

○

１
学
期

単元名「生物の多様性」
【知識及び技能】
　多様な種の生物は、進化の結果生じた
ことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
　脊椎動物の特徴から進化の筋道を考察
し、系統と系統樹について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の多様性に興味をもち、生物の共
通性や違いについて見出していく。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　多様な脊椎動物間における相同する部分を
見出し、生物の共通性について理解してい
る。
【思考・判断・表現】　
　各生物の特徴について考察し、記載してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に考察しようとしている。

○

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等



〇

〇 〇

単元　「タンパク質と遺伝情報」

【思考力、判断力、表現力等】　
　DNAの塩基配列とアミノ酸配列の関係
性について見出そうとする。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に考察して表現しようとしてい
る。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【思考・判断・表現】
　DNAの塩基配列とアミノ酸配列の関係性につ
いて組み合わせが複数あることを見出し表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　アミノ酸を３つの塩基で表すことに気づ
き、主体的に考えを表現している。

〇 〇

〇

【知識・技能】
　DNAの塩基配列がｍRNAに転写され、タンパ
ク質が生成されることを理解している。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

単元　「RNAとDNAのちがい」
【知識及び技能】
　DNAとRNAの違いを理解する。

定期考査

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　体内環境の維持と自律神経系による調節を
関連付けて理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験を行う前に計測方法について検討し、
主体的に実験を行っている。

〇

1

単元　「体内環境」
【知識及び技能】
　体内環境のしくみについて理解する。

単元　「神経系による情報伝達」
【知識及び技能】
　神経系の構成について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
　体内での情報伝達が体の調節に関係し
ていることを見出す。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　細胞を取り巻く環境を体内環境といい、神
経系と内分泌系によって維持されていること
を理解している。

【知識・技能】
　体内環境の維持には自律神経系がかかわっ
ていて、自律神経系はることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】　
　DNAの塩基同士の結合に法則性があることを
見出し、表現している。

〇 3

〇 〇 4

単元　「生物と遺伝子」
【知識及び技能】
　生物の形質は遺伝情報によって決まる
ことを理解する。
　生物がもつゲノムとは何か理解する。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　遺伝情報は遺伝子と呼ばれ、その本体はDNA
であることを理解している。また、体細胞に
はゲノムが２組存在することを相同染色体と
関連付けて理解している。 〇

定期考査

単元　「DNAの構造」
【知識及び技能】
　DNAの特徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　
　DNA模型からDNAの構造の規則性や関係
性を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　DNA模型を主体的に考察しようとして
いる

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　DNAの塩基配列が遺伝情報として働いている
ことを理解している。
【思考・判断・表現】　
　DNAの塩基同士の結合に法則性があることを
見出し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　DNA模型を主体的に観察し、気づいたことを
表現している。

〇

○

〇

1

〇 3

単元　「DNAの複製と分配」
【知識及び技能】
　DNAの複製と分配が行われることで、
どの細胞でも同じ遺伝情報をもつことを
理解する。　
【学びに向かう力、人間性等】
　DNAの構造について学習した用語同士
のつながりを整理し、振り返ろうとして
いる。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　DNAの複製と分配が行われることで、どの細
胞でも同じ遺伝情報をもつことを理解してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した用語をまとめ、主体的に振り返り
を行っている。

〇 〇 3

3

定期考査

3

単元　「細胞分化と遺伝子」
【知識及び技能】
　１個の細胞が様々に分化して個体を
作っていくことを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　1個の細胞から様々な種類の細胞が生
じることに気づく。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　細胞で作られるタンパク質の種類が異な
り、細胞の分化が起こることをりかいいして
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞の分化に興味を持ち、気づいたことを
意欲的に表現してる。

〇 〇 3

3

1

3

単元　「タンパク質」
【知識及び技能】
　タンパク質の構成単位や生体内での役
割やはたらきについて理解する。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　タンパク質の構成単位や生体内での役割や
はたらきについて理解する。

〇 3

○

単元　「自律神経系による調節」
【知識及び技能】
　体内環境の維持と自律神経系による調
節を関連付けて理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に考察して表現しようとしてい
る。

１
学
期

２
学
期



単元　「免疫の応用」
【思考力、判断力、表現力等】
　抗体生産量の変化を示した資料から、
同じ疾患にかかりにくい理由を考え、表
現する。
【学びに向かう人間性等】
　結果を主体的に考察して、表現しよう
としている。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【思考・判断・表現】
　２回目の同じウイルスの接種により、産生
される抗体量が多くなり、同じ病原体が体内
に侵入した際は、素早く対応することで発症
しにくいことを見出し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　結果について主体的に考察し、表現してい
る。

〇 〇

定期考査

3

単元　「内分泌系による情報伝達」
【知識及び技能】
血糖濃度の調節にかかわるホルモンの種
類とそれぞれのはたらきについて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　血糖濃度の変化とインスリン、グルカ
ゴンのはたらきとの関係について考え
る。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　血糖濃度の調節とホルモンのはたらきの関
係について理解している。
【思考・判断・表現】　
　グラフを読み取り、グルカゴンとインスリ
ンの働きを見出して表現している。

〇 〇 3

3

単元　「内分泌系による情報伝達」
【知識及び技能】
　内分泌腺や分泌されるホルモン、その
作用について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した用語同市のつながりを整理
し、振り返ろうとしている。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
内分泌腺や分泌されるホルモン、その作用に
ついて理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した用語を用いて自分なりにコンセプ
トマップを作成している。

〇 4

1

合計

70

〇

単元　「免疫のしくみ」
【知識及び技能】
　食細胞などによる自然免疫やリンパ球
による適応免疫が病原体の排除に働いて
いることを理解する。

・指導事項
・教材
教科書・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　食細胞などによる自然免疫やリンパ球によ
る適応免疫が病原体の排除に働いていること
を理解している。

〇

３
学
期


